
富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究
第８号　通巻30号 抜刷　　平成26年１月

CAN-DOリストに基づいた英語授業に関する高校生の意識調査

―拠点校 1年目の授業実践―

岡崎　浩幸



－ 117 －

CAN-DO リストに基づいた英語授業に関する高校生の意識調査

1．はじめに

　2011 年６月，「外国語能力の向上に関する検討会」１） 

は「生徒に求められる英語力についてその達成状況を把

握・検証」，「英語教員の英語力・指導力の強化や学校・

地域における戦略的な英語教育の改善」，「英語学習のモ

チベーション向上と生徒が英語を使う機会の拡充」を提

言した（文部科学省 , 2011）。「グローバル人材育成推進

会議中間まとめ」では，グローバル化が加速する 21 世

紀の世界経済の中にあっては，豊かな語学力・コミュニ

ケーション能力や異文化体験を身につけ，国際的に活躍

できる「グローバル人材」を国として育成することが急

務であると述べられている。またグローバル人材を育成

するためには，初等中等教育段階における英語・コミュ

ニケーション能力等の育成を図ることの重要性も強調さ

れている。

　「外国語能力の向上に関する検討会」の提言を受けて，

文部科学省は，2012 年度，グローバル人材の育成に資

するため，新学習指導要領「外国語」の着実な実施を促

進するとともに，英語の使用機会の大幅な拡充や英語学

習に対するモチベーションの一層の向上を図る等の優れ

た取組を支援する事業「英語力を強化する指導改善の取

組」を実施するため，各県教育委員会に事業にとりくむ

拠点校の設置を依頼した。拠点校の取組には次の 3 点の

内容を含むことが求められた。

１．学習到達目標を「CAN-DO リスト」の形で設定・

公表し，その達成状況を把握し，指導に生かすこと。

２．授業における指導と学習評価の改善等の推進にあ

たり，外部有識者からの指導も受けながら授業公開

や研究協議会を計画的に実施すること。

３．授業内外において生徒が英語を使う機会を増やす

ことに資するよう ALT や インターネット等の ICT

等の効果的な活用を図ること。

　本事業は，今年度（2013 年度）事業名を「英語によ

るコミュニケーション能力・論理的思考力を 強化する

指導改善の取組」に変更し，継続・推進されている。事

業の趣旨と拠点校が取り組むべき内容は１年目とほぼ同

じでほとんどの拠点校は昨年度設定した CAN-DO リス

トの形式の学習到達目標を精査し，２年目の研究・実践

を行っている。またこの事業は「当該校における成果を
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同都道府県の全域で共有し，地域全体で戦略的に英語教

育の改善を図るための取組を行う」となっている。

　本稿では，拠点校における CAN-DO リストの形で設

定とそれに基づく授業実践によって，生徒は授業をどの

ように捉えているのかなどについて生徒の意識を調査す

ることを目的とする。

2．CAN-DO リスト　（Can-Do statements）

　 本 稿 で は，CAN-DO リ ス ト を 以 下 CDS（Can-Do 

Statements）と省略して表すものとする。2001 年に欧

州 共 同 体 が CEFR（Common European Framework 

of Reference for Languages: Learning, teaching, 

assessment, ヨーロッパ言語共通参照枠）を発表してか

ら，日本の英語教育においても CDS への関心が高まり

つつある。しかしながら，一部を除いて，中学高校の英

語教育ではまだなじみが薄く，CDS の理念や設定方法に

熟知した教師は少ないのが現状である。文部科学省は，

前述の事業が 1 年目を終える 2013 年 3 月にようやく『各

中・高等学校の外国語教育における「リスト」の形での 

CAN-DO 学習到達目標設定のための手引き』を公表した。

　投野編（2013）は，CEFR の理念について以下のよ

うに述べている。

　CEFR は言語観，言語学学習，教授観を行動指

向アプローチ（action-oriented approach）で考え

る。これは言語使用者を，社会行為を行う者ととら

え，言語行為はある目的で行動することによって生

じると考えている（p.11）。＜省略＞　言語による

コミュニケーション能力を持つということは，言語

に関する知識だけにとどまらず，その知識を活用し

て，実際の場面において効果的な言語機能を果たす

術を得ていることである。そのためにも，この能力

育成のための指導は，実際の言語使用においてしか

考えられない。つまり，教室の中であれば，タスク

活動を通して，学習者にタスクを成し遂げるために

必要な言語使用の自動化が進むような体験を多く与

えることが望まれるのである（p.15）。

上述のように，英語で何かを成し遂げる経験を積んでい

けば，達成感を得ることができ，英語学習への自信につ

ながり意欲向上に結びつくはずである。

　また尾関（2013）が述べているように，CEFR に基づ

く外国語教育の目的の一つは，学習者の自律を育てるこ

とである。Holec （1981）によれば，自律した学習者と

は，「自分の学習のゴールを決め，学習の内容や学習の

進め方を決め，その学習に必要な教材を選択し，必要な

技術を使い，学習の進度具合をモニターしたり，学習を

評価したりすることができる学習者」である。前述の『各

中・高等学校の外国語教育における「リスト」の形での 

CAN-DO 学習到達目標設定のための手引き』で「CAN-

DO リスト」の形で学習到達目標を設定する目的の 3 つ

目に，以下のことが述べられている。

　教員と生徒が外国語学習の目標を共有することで

ある。これにより， 生徒自身にも，言語を用いて，「～

ができるようになりたい」，「～ができる ようにな

ることを目指す」といった自覚が芽生え，言語習得

に必要な自律的学習者としての態度・姿勢が身に付

くとともに，「言語を用いて～ができるよう になっ

た」という達成感による学習意欲の更なる向上にも

つながることが期待される （p.4） 。

　以上のように CDS に基づく外国語教育の特徴「行動

指向アプローチ」と「自律的学習者の育成」が指摘され

てきたが，CDS に基づく授業実践と高校生の英語学習

への動機づけや自律的学習者の育成との関係についてま

だ十分な研究がおこなわれていない。本稿では，CDS

に基づいた授業実践によって，高校生の英語学習に対す

る動機づけの向上，自律的学習者に必要な自己目標設定

力や自己評価力がどの程度身につくのかについて，生徒

の意識とその変容の調査を通して明らかにする。

3．本研究の背景と目的

　V 県では，事業「英語力を強化する指導改善の取組」

の支援を文部科学省から受けて，県教育委員会が 2012

年 3 月に 4 つの拠点校（A, B, C, D 校）を指定した。

2012 年 5 月 2 日に県教育委員会より詳細な説明があり，

CAN-DO リストの形で学習到達目標を設定して授業を

改善することになった。さらに，授業は原則英語で行う

ことも共通した目標に掲げられた。

　拠点校は，CAN-DO リスト設定に関する手引き等も

存在しない中で，先進校や英検，ベネッセコーポレーショ

ン（2012）などの CAN-DO リストを参考にしながら，

完全なものでなく暫定的な 1 年目の CAN-DO リストを

作成するのに 6 月～ 7 月までかかった。同時進行で授

業も行われていたが，拠点校が本格的に CAN-DO リス

トに基づいた授業を開始したのは 6 月下旬頃であった。

よって本研究の対象期間は 2012 年 7 月から 2013 年 3 月

の約 8 か月間（8 月を除く）である。

　どの拠点校においても，開始当初 CDS を達成するた

めに，どのような活動（タスク）を作成し実施していけ

ばいいのか不安と戸惑があった。そのような状況の中で，

CDS の理念や活用についての意義などが十分に英語科教

員間で共通理解されていたとは言い難い状況であった。

　試行錯誤しながら，2013 年 3 月に事業 1 年目を終えた。

今年度（2013 年度）拠点校 4 校とも事業を継続し，昨

年度の CDS を精査・見直し 2 年目の実践に入っている。

本研究の目的は，昨年度の試みの成果と課題を明らかに

して，今後の取組への示唆を得ることである。また本事

業は成果を他校に普及することも重要な責務の一つであ
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るので，本研究の知見は，他の高校が CDS に基づいた

授業を展開していく際に有益になると考えられる。

　本来は事業に携わった教師と生徒の意識を調査すべき

であるが，本稿は高校生の意識に絞って調査する。次の

3 つの研究課題を設定した。

１．CDS に基づいて行われた授業に対する生徒の意識

はどのように変化したか？

・授業全体に関する満足度

・英語力の伸長における授業満足度

・英語学習への意欲

・英語による授業の理解度

・CDS に基づく授業認識

２．CDS に基づいて行われた授業によって自律的学習

者に必要な能力が身についたか？

・自己目標設定能力

・自己評価能力

３．CDS 形式による学習到達目標は技能別にどの程度

達成されていたと生徒は感じているのか？

4．方　法

　アンケートを用いて，CDS に基づいた授業に対する

生徒の満足度，教師の話す英語理解度，英語学習への意

欲，CDS に基づく授業についての認識度，自己目標設

定力，自己評価力，技能別達成度などを調査する。

　筆者は，V 県の拠点校の指導内容や指導方法の改善

について指導・助言を行う運営指導委員を務めていたの

で，各拠点校で開催される運営指導員会（年 2 回）で事

業の進捗状況について説明を受けたり，授業公開（年 1

回）では CDS に基づく授業を観察したりする機会を得

た。また拠点校の責任者と頻繁にメールや電話で情報交

換することもできた。アンケート調査結果だけでなく，

これらのやり取りや授業観察を加味して考察を行う。

4.1 調査協力者
　V 県の拠点校 4 校の 1 学年の生徒を対象とする（表 1）。

A 校は職業科の高校である。B, C, D 校は全日制普通科

単独校でほとんどすべての生徒が大学進学を希望してい

る進学校である。

表１. アンケート対象者内訳
高等学校 1 年クラス数 生徒数

A 8 315

B 5 199

C 5 200

D 6 240

計 24 954

（D 校は 7 クラスであるが年度末の諸事情により，1 ク
ラスがアンケート調査を実施できなかった）

　A 校は各学年に 1 つのグレード（レベル）を作成し，

3 年間で 3 つのグレードに分けて CDS を設定した。B，

C，D 校は各学年を前半後半の 2 つのグレード（レベル）

に分けて CDS を設定した。3 年間で 6 つのグレードに

分けて CDS を作成予定である。2012 年度，1 学年はグ

レード 2（1 学年後半）の作成と授業実践に取り組んだ。

2 学年はグレード 4（2 学年後半）の作成と授業実践に

取り組んだ。今回の調査対象は 1 年生のみである。

　D 校は 1 年目に 1 学年を学期ごとの 3 つのグレードに

分けて CDS を設定していたが，今年度 B，C 校と同様

に各学年 2 つのグレード（前半と後半）にした。2012 年度，

1 学年についてグレード 3（1 学年 3 学期）の作成と授業

実践に取り組んだ。今回の調査対象は 1 年生のみである。

4.2 調査項目
　以下 8 項目（１．～８．）は CDS に基づいた約８か

月間の授業についての生徒の意識について，５：とても

そう思う，とてもあてはまる，４：そう思う，あてはま

る，３：どちらともいえない，ふつうである，２：あま

りそう思わない，あまりあてはまらない，１：全くそう

思わない，全くあてはまらない，の 5 件法で尋ねた。

　本アンケートは 2013 年 3 月下旬に実施したが，項目 1, 

2, 3, 4 に関して 2012 年 7 月に実施した別のアンケート

調査２）から得たデータと比較して考察を行う。以下は

項目の文言である。

１．全体として，英語授業に満足している。

２．英語力を伸ばすという点で，授業に満足している。

３．今まで以上に英語学習に取り組みたい。

４．先生の話す英語が分かるようになってきた。

５．CAN-DO リストに基づいて，先生は授業を行って

いる。

６．CAN-DO リストを意識し，自分の目標を設定して

英語学習に取り組んできた。

７．CAN-DO リストを見返して自分の英語力が伸びた

と思うことがある。 

８．CAN-DO リストの目標の約８割以上は達成できた。

　

4.3　分析方法
　項目 1，2，3，4 について 2012 年 7 月と 2013 年 3 月

の間で平均値の差に統計的に有意な差が認められるか否

かについて t 検定を行った。またすべての項目について

百分率でグラフ表示し，５:「とてもそう思う」４:「そ

う思う」の回答者の割合を期待値 40％（20% ＋ 20％）

～ 50％を目安に分析した。

5．結果・考察

5.1 授業全体に対する満足度
　授業全体に対する満足度を調査した結果，CDS に基

づく授業前後の間に授業に対しての生徒の満足意識に，

C 校以外の A 校（t=8.32, df  =297, p< .01）B 校（t=2.33, 

df  =188, p< .05），D 校（t=2.17, df  =225, p< .05）で統
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計的な有意が認められた（表 2）。

表 2　授業全体に対する満足度の比較
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確認したり，授業の終わりに「Learning Journal」等

を用いたりして，「本日の目標」をどの程度達成できた

のか，できなかったことは何か，次にできるようになり

たいことは何か，などを確認させることは有効であろう。

さらに，今後はグレードを増やして自分の技能がどの位

置（レベル）にいるのかを客観的に見つめる機会を与え

ることや日々の授業の中での活動が CDS のどの項目に

結びついているのかを意識させていくことが自己目標設

定力，自己評価能力の育成につながるであろう。

　技能別達成率について，理想としてはほとんどの項目

が 8 割以上に到達することが望まれるが今回達成率は低

い結果となった。1 年目の達成率を振り返り，CDS の数

を縮小し，8割以上の生徒が達成可能なCDSを設定する。

生徒の実態に合っていない CDS を設定すると CAN’T　

DO リストになってしまう可能性があり，自信を喪失し，

意欲も低下することになる。英語科教員で共通理解の上

で，生徒の実態に合致した CDS を慎重に設定すること

が望まれる。
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注

１．文部科学省は，平成 22 年 11 月に「外国語能力の向

上に関する検討会」（座長：吉田研作上智大学外国語

学部英語学科教授）を設置し，生徒の外国語能力の向

上のため，目標設定の在り方をはじめ，指導方法，教

材の在り方などの方策について，検討を進めてきた。

検討会は「国際共通語としての英語力向上のための 5

つの提言と具体的施策～英語を学ぶ意欲と使う機会の

充実を通じた確かなコミュニケーション能力の育成に

向けて～」をとりまとめた。

２．4 校の拠点校の全 1 年生に対して英語学習への実態

を把握する目的で，2012 年 6 ～ 7 月に実施した。
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